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 1 研究概要 

本FSの研究概要について記載してください。 

近代以降の社会発展に伴い、下水道整備や排水規制などの水・栄養塩管理に関する様々な施策が講じられ、
個別の問題解決には一定の成果を上げてきた。しかし、それらの対症療法的な解決策は本来の問題解決とは別に、
時間的・空間的に予期せぬ副作用を生じさせ、環境の調和の喪失を招いてきている。本研究では、施策実施による
副作用と環境影響をタイムラグの観点から明らかにできていないことが、Healthyな水・栄養塩循環の形成を阻む主た
る障害であると捉え、水循環と栄養塩供給の変化がおきる「ターニングポイント（転換点）」に着目した自然科学と人
文社会科学のトランスディシプリナリーなアプローチにより、「人と自然の両者にとってHealthyな水循環・栄養塩供給の
妥協点」を提示することを目指した。 

これらの目標を達成するために、水文地質学的な共通性を有するが、地理的・社会的条件の異なる富山（深湾・
外洋的）と西条（内湾・干潟）の両地域モデルを比較分析し、地域特性に依存しない普遍的な水循環・栄養塩
供給の一般モデルを検証した。同時に、社会的要因（高度経済成長、人口減少等）と地球規模の気候変動がも
たらす環境影響の「タイムラグ」や「スケールの不一致」を、時間軸・空間軸を横断する複数のフェーズとして構造化し、
well-beingの回復や再構築過程を包括的に分析した。富山におけるイタイイタイ病や愛媛における高度成長期の環
境問題など、well-beingに資する環境被害の歴史的背景を、ターニングポイントに至る社会変容の初期フェーズと位
置づけ、そこから回復・再構築へ向かうプロセスを、人文学的アプローチを交えて包括的に分析した。さらに、人口減少
や技術革新といった社会情勢の変化に応じ、常に「最善の解決策は変化する」という動的な視点を取り入れた。例え
ば、かつての瀬戸内海では赤潮頻発による漁業被害に対し、栄養塩の徹底除去が「最善の解決策」とされたが、現
在は貧栄養化による漁業不振が課題となり、季節別管理などの能動的な供給が、新たな「最善の解決策」のひとつと
して検討されている。本研究では、こうした日本の経験知を基に、アジア諸国へのパッケージでの施策展開も見据えた
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政策提言戦略を考察した。その過程では、東アジア諸国の宗教観や政治・経済体制、歴史的文脈も分析し、単な
る科学モデルの移植ではない、各国の社会システムに適応したパッケージとしての展開戦略の確立を目指した。 

 

2 FSで得られた成果 

FS期間中の研究成果（手法の開発や組織の形成を含む）を具体的に記載してください。また、成果物があれば
具体的に示してください。当初予定していた目標の達成の成否とその理由を述べてください。 

FS研究では、トランスディシプリナリー研究を本質的に遂行するための研究基盤の構築を最優先事項とし、学際的
な研究体制の構築、理論的なフレームワークの策定および予備的観測や既存データの整備を展開した。 

FS研究を通じた第一の成果は、学問分野間で異なる価値観や倫理観を共有し、既成の科学の枠組みを乗り越え
るための多様な連携基盤を確立したことである。研究基盤構築の最優先課題である学際研究体制の構築を図るた
めに、自然科学系および人文社会科学系の研究者間で実施した個別の会合（各1回）に加え、全体会議（2

回）、コアメンバー間会議など（延べ10回以上）を重ね、集中的なコミュニケーションを実施した。この過程で、専門
的な用語や背景知識に起因する根深い「壁」を再認識するとともに、それぞれの分野が掲げる目標や評価基準の差
異が課題解決を阻む本質的な要因であることを共有した。その結果として、共通の問いに基づく推進体制を確立し
た。さらに、環境変化の転換点を多角的に解析するため、当初の計画に加え、森林環境科学や文化人類学の研究
者を新たに招き入れた。これにより、自然科学系および人文社会科学系における各々の専門性を統合することに成
功した。この多角的視点の導入により、従来は個別で扱われてきた人間社会と自然環境の間における連環を再定義
することが可能になった。加えて、行政、民間企業、市民といった多様なステークホルダーとの対話を推進し、ワークショ
ップを通じて環境保全と経済発展の間に存在する二律背反（トレードオフ）を顕在化させた。これにより、研究成果
を単なる学術的知見に留めず、実社会の議論へと接続するための具体的な道筋を確立した。 

第二の成果は、自然科学系の学際研究を推進するための新たなフレームワークを設定したことである。これまで、地
球規模の気候変動や環境問題の課題には局所的な社会要因（高度経済成長や法整備）の関連が指摘されてい
たが、現在の状況が顕在化するまでの「タイムラグ」があることで空間的・時間的な経緯の不一致が存在し、統合的な
理解を困難にしていた。本研究では、このタイムラグの中に存在する不一致を単なる「ズレ」とするのに対して、「転換点
（ターニングポイント）」の概念を導入することで、かつての排水規制が現代の貧栄養化を生じさせたような時間軸・空
間軸を横断する「複数のフェーズ」を構造的に捉え直す概念を構築した。これにより、従来は個別事象として扱われて
きた社会問題、環境変動、気候変動の影響を「連環として可視化」することが可能になると考えた。さらに、技術革新
や社会状況の変化により「最善の解決策が常に変化する」という動的な課題に対応するため、具体的な行動の背後
にある共通のロジックやコンセプトを明確化し、動的な最適解を導出する戦略の必要性を共通認識とした。 

第三の成果は、実証フィールドにおける予備的調査を通じて、提案したフレームワークの有効性と一般化への確証
を得たことである。既存のモニタリングデータの精査に加え、富山県の片貝川扇状地において10回の予備調査および
愛媛県西条市における現地打合せの予備調査を実施した。片貝川扇状地においては、観測を続けている井戸から
の情報を精査するとともに、扇状地内の水区分に基づいた観測・解析から、極端な降水による栄養塩の希釈が生じる
可能性を明らかにした。西条市においては、富山県での先行事例（少雪多雨化）と同様に、降雪量減少に起因す
ると疑われる地下水位および水質の変化を確認し、水循環システムの変化が起き始めている確証を得た。また、既存
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の陸水モニタリングデータを用いた栄養塩フラックスの推定を進めるとともに、瀬戸内海の燧灘を対象とした低次生態系
モデルの開発を進め、将来予測のための技術的基盤を構築した。さらに、陸域の研究者と海域の研究者間の連携体
制を構築し、将来的な陸―海統合モデルの実装への道筋をつけることに成功した。 

国際的な展開として、台湾桃園地域やタイランド湾における観測と現地でのキャパシティビルディングを実施し、東南
アジア圏における研究ネットワークを構築した。さらに、台湾においては、先住民の民族知に基づく森林資源管理の調
査も実施しており、地域特有の文脈と、それを超えた普遍的な水循環管理の論理を分別して構築するための比較軸
を確立した。 

以上の成果は、当初予定していた「研究基盤の構築」を質的・量的に上回るものであり、トランスディシプリナリー研
究を本質的に遂行するための研究基盤の確立に成功したと言える。 
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